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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し
心やさしい村をつくり ます。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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あけまＬておめでとうございます今

年

。

栄

參

かＡ

丶

三

年

は

未

平

成

年

で

す

。

羊

は
「

お

と

な

し

い
」「

柔

順

」
「

群

れ

に

な

る
」

な

ど

の

イ

メ

ー

ジ

が

あ

り

ま

す

が

、

何

よ

り

も

私

た

ち

が
実

感

で

き

る

の

は

、

ウ

ー

ル

の

セ

ー

タ

ー

や

皮

製

品

の

肌

ざ

わ

り

と

温

か

さ

で

す

。

羊

は

紀

元

前

六

千

年

ご

ろ
、

家

畜

化

さ

れ

た

と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

馬

が

家

畜

化

さ

れ

た

の

が

、

紀

元

前

三

千

～

四

千

年

ご

ろ

で

す

か

ら

、

羊

と

人

間

の

付

き

合

い

は

、

か

な

り

長

い

こ

と

に

な

り

ま

す

。

に

は

、

羊

に

ま

つ

わ

Ｈ

Ｉ
本

二
と
わ
ざ

る

諺

が

あ

ま

り

多

く

あ

り

ま

せ

ん

。

す

ぐ

に

思

い

つ

く

と

こ

ろ

で

お
お
か
み

ょ
う

は
「

羊

の

皮

を

着

た

狼

」「

羊

頭

狗
肉

」
く

ら

い

の

も

の

で

す

。

曲

が

り

く

ね

っ

た

山

道

を

「

羊

腸

」

と

表

現

し

ま

す

が
、

こ

れ

は

ち

ょ

っ

と

古

臭

い
感

じ

が
し

ま
す
ね
。

で
は
、
な
ぜ
羊
に
関
す
る
諺

が
少
な
い
の
で
し
ょ
う
。
西
暦

五
九
九
年
、
推
古
天
皇
の
時
代

に
、
百
済
か
ら
二
頭
の
羊
が
贈

ら
れ
た
と
、
日
本
書
紀
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
羊
は

乾
燥
し
た
風
土
が
好
き
な
の
で

日
本
の
気
候
に
合
わ
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
繁
殖
し

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
欧
米
の
よ
う
に
諺
が
多
く

な
い
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

の
初
期
、
政
府
は
緬

旧
‥］治

宍

卩

、ヽ

羊
の
飼
育
振
興
を
試

み
ま
し
た
が
失
敗
。
そ
の
後
、

軍
服
な
ど
の
製
造
の
た
め
に
羊

の
飼
育
が
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
後
は
農
家
の
副
業
と

し
て
、
多
い
と
き
は
百
万
頭
も

飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
の
飼
育
頭
数
は
、
北

海
道
や
東
北
な
ど
を
中
心
に
、

三
万
七
百
頭
ぐ
ら
い
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
、
全
国
各
地

で
観
光
牧
場
な
ど
の
準
備
が
進

み
、
子
供
た
ち
が
羊
を
見
る
機

会
は
増
え
ま
し
た
。

羊
毛
は
、
天
然
繊
維
の
人
気

上
昇
で
、
日
本
で
の
需
要
が
増

え
て
い
ま
す
。
外
国
産
が
中
心

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら
輪
入

し
て
い
ま
す
。

さ
て
「
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
」
と
い
い
ま
す
。
今
年
の

目
標
を
決
め
、
。
迷
え

る
羊
”

に
な
ら
な
い
よ
う
、
ス
タ
ー
ト

を
切
り
た
い
も
の
で
す
。

・・・ 主 な 内 容 ●・・

２～Ξ 心已）の話題

∠↓～已 あしら廿

已～フ 国保のしおり

８～９ 教育だより

扣～竹 イ呆イ俚婦だより

螳～帽 交母だより

帽～巧 税務だより

年金だより

謁 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します
Ｏ

身近な情報がありましたら、

総務課まで連絡ください。

青
少
年
健
全
育
成
は

地
域
ぐ
る
み
活
動
か
ら

十
二
月
一
日
、
津
軽
海
峡
文

化
館
に
青
少
年
育
成
関
係
者
が

多
数
参
加

し
て
、
「
青
少
年
育

成
村
民
会
議
総
会
」

が
開
催
さ

れ
、
非
行
か
ら
青
少
年
を
守
り
、

健
や
か
な
青
少
年
を
地
域
ぐ
る

み
で
育
て
る
育
成
運
動
を
推
進

す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

村
民
会
議
会
長
を
務
め
ら
れ
た

竹
内
勇
吉
さ
ん
の
辞
任
に
よ
り

新
会
長
に
田
名
部
武
勇
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
間
地
区
防
犯
弁

論
大
会
で
少
年

の
主
張
を
発
表

し
た
、
長
後
中
学
校
一
年
の
大

石
香
織
さ
ん
が
「
今
ま
で
の
生

活

を
反
省

し
て
」
、
磯
谷

中
学

校
三
年
の
横
浜
尚
樹
君
が
「
心

の
傷
」
、
佐
井
中
学
校
三
年

の

奥
本
良
子
さ
ん
が
「
故
郷
の
自

然
に
思
う
」
と
題
し
て
、
’そ
れ

ぞ
れ
「
感
謝
の
心
の
大
切

さ
」

「
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切

さ
」
「
故
郷

の
自
然
の
す
ば
ら

し
さ
」
を
主
張
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
総
合
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
家
庭
相
談
員
の
成
田

崇
子
さ
ん
が
「
今
、
子
供
た
ち

が
訴
え
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
成

田
さ
ん
は
、
長
年
の
教
員
と
し

て
の
体
験
談
や
「
ふ
れ
あ
い
テ

レ
フ
ォ
ン
相
談
」
の
内
容
を
紹

介
し
な
が
ら
「
子
供
の
悩
み
は
、

母
親
と
の
触
れ
合
い
不
足
や
過

保
護
・
干
渉
・
家
庭
崩
壊
な
ど

が
主
な
原
因
で
あ
り
、
子
供
の

問
題
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
子

供
が
悩
ん
だ
り
、
子
供
が
非
行

に
走
る
場
合
、
実
は
親
に
問
題

が
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
」
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
育
成
に
功
績

の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
対
し
、

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

▼
団
体
の
部

・
長
後
緑
の
少
年
団

・
交
通
安
全
母
の
会
牛
滝
支
部

・
磯
谷
子
ど
も
会
育
成
会

▼
個
人
の
部

・
中

西

正
さ
ん

▼
感
謝
状

・
山

路

英

夫
さ
ん

・
坪

谷

和

子
さ
ん

▲青少年育成村民会議総会

佐

井

村

長

選

挙

結

果

＝
石
沢
多
佳
樹
当
選
＝

任
期
満
了
に
と
も
な
う
佐
井

村
長
選
挙
は
、
平
成
二
年
十
二

月
十
八
日
告
示

さ
れ
、
十
二
月

二
十
三
日
に
、
村
内
九
ヶ
所
の

投
票
所
で
投
票

が
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
、佐
井
村
長
に
石

沢
多
佳
樹
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
の
総
数
は
、

二
、
八
二
四
人
で
、
そ
の
う
ち

二
、
六
四
九
人
が
投
票
を
し
ま

し
た
。
投
票
率
は
九
三
・
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
投
票
率
を

記
録
し
、
村
政
に
対
す
る
関
心

度
の
高
さ
を
示

し
ま
し
た
。

候
補
者
別
の
得
票
数
、
各
投

票
所
別
の
投
票
率
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
。

候

補

者

別

得

票

数



い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
講
濱
會

十
一
月
二
十
二
日
、
ア
ル
ザ

ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
佐
井

診
療
所
長
宮
沢
先
生
を
講
師

に
、
特
に
女
性
や
お
年
寄
り
に

多
い
病
気
で
あ
る
「
骨
粗

鬆

症
」
を
テ
ー
マ
に
、
い
き
い

き
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
内
各
地
区
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
を
中
心
に
一
七
〇
名
の
参
加

が
あ
り
、
健
康
づ
く
り
に
対
す

る
関
心
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ

ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
骨
粗
鬆
症
の

症
状
や
原
因
、
治
療
の
基
本
、

食
事
療
法
や
日
常
生
活
の
注
意

事
項
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
骨
粗
鬆

症
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
要
望
が
あ
り
、
村
で
は
宮
沢

先
生
の
指
導
を
う
け
な
が
ら
全

戸
配
付
す
る
予
定
で
す
。

▼宮沢先生の講演

▼参加者のみなさん

第 ２ ・ 第 ４土 曜 日 が

匐 ２
Ｅｍ

休 み と な り ま す

●ただし、次の施設は従来どおり

業務を行います。

［保育所、診療所、消防分署］

●また、次の事部は行います。
［出生届、婚姻届の受領、死亡届

の受付、火埋葬許可書の発行］

「 安 全 で 明 る い 出 稼 ぎ 月 間 」実 施 中

１月１日から１月３１日までの１ヶ月間は、「安全で明る

い出稼ぎ月間」です。

この出稼ぎ月間は、出稼ぎに伴う諸問題の発生を未然に

防止し、出稼労働者の安全就労と留守家族の不安を除去す

るため実施するものです。

○スローガン

・安全就労、賃
弍 払の確保

・事故見舞金給ｆヽ 制度への加入促進

・有給休暇の普及促進

ご ぞ ん じ で す か ／ 建 設 業 退 職 金 共 済 制 度

○目 的

（ア）建設業の現地で働く労働者のしあわせのために国がっ

くった退職金の制度です。

（イ）建設業の事業主が、みんな加入してお互いに掛金を出

しあい、労働者に退職金を支給するというものです。

（ウ）建設労働者は、全国いつ、どこの現場で働いてもその

働いた日数が通算されて退職金がもらえます。

岡この制度は、中小企業退職金共済法にもとづき、労働

大臣の監督をうけて、特殊法人建設業退職金共済組合

が運営しています。

○加 入

（ア）この制度に加入している事業所で就労すると「退職金

共済手帳」が交付されます。他の事業所へ移った時に

は、共済制度に加入しているか確認してから「退職金

共済手帳」を事業所へ提出し、加入手続きをします。

○掛 金

（ア）日額 ２０２円 （事業主負担）

（イ）事業主がもよりの金融機関から「共済証紙」を買って、

労働者が働いた数の分だけ手帳に貼り消印します。

○退職金の支払い

この制度で、退職金がもらえるのは特定の企業をやめ

たときではなく、建設業の中で働かなくなった時です。

はり終った証紙が２４月（２１日分を１ヵ月と換算）分以上

になった人が退職金をもらえます。

ただし死亡の場合は１２月分以上あれば納めた掛金に相

当する額が退職金として支給されます。

退職金の請求は、各都道府県の建設業協会で行ってい

ます。

○退 職 金 額

建設業で働かなくなったときの退職金額は、おおそ次

のとおりとなっています。

退 職 金 額 早 見 表

（注）

（１）この早見表は、最初

から日額２００円ではじ

めた人の場合で、証紙

２５２日分を１年と換算

して計算した退職金の

額です。

（２）２００円になる前から

掛金を掛けている人の

退職金は、それぞれの

掛金日額に応じて別に

計算されます。



社

会

福

祉

協

議

会

の

法

人

化

を

／

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

東

出

昇

社
会
福
祉
法
人

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

設
立
代
表
者

長

尾

金
三
郎

私
た
ち
は
「
自
分
の
住
み
慣

れ
た
家
で
、
家
族
と
一
緒
に
仲

良
く
暮
ら
し
た
い
」

ま
た
「
住

み
な
れ
た
と
こ
ろ
で
余
生
を
送

り
た
い
」
と
い
う
素
朴
な
願
い

を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
願

い
を
か
な
え

る
た
め

に
は
、
家
族
は
も
と
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
生
活
し
て
い
る
地
域

に
お
い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
人

間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
隣
り
近

所
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
と
日

常
自
由
に
、
そ
し
て
自
発
的
に

”
支

え

あ
う
″
”

助
け
あ
う
″

を
基
本
に
し
た
環
境
づ
く
り
、

助
け
あ
え

る
支
援
体
制

づ
く
り

が
何
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
ご
ろ
の

世
の
中
を
み
る
と
、
人
口
の
高

齢
化
が
急
速
に
進
み
、
村
内
に

は
老
人
と
子
供
だ
け
の
過
疎
化

現
象
や
、
家
庭
生
活
の
変
動
に

よ
っ
て
起
こ
る
問
題
が
生
じ
て

お
り
、
社
会
福
祉
へ
の
要
望
、

サ
ー
ビ
ス
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の

原
点
は
、

匸

個
人
個
人
を
尊
重

二
、
一
人
ひ
と
り
へ
の
思
い
や

り
三
、
生
活
感
情
、
状
況
の
尊
重

と
言
わ
れ
ま
す
。

社
会
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の

老
人
、
母
子
、
父
子
世
帯
、
心

身
に
障
害
を
も
つ
人
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
々
が
隣
り
近
所
の

人
と
協
力
し
生
活
し
て

い
ま

す
。人

間
だ
れ
も
が
年
老
い
て
い

く
の
が
宿
命
で
す
が
、
お
互
い

に
地
域
と
の
結
び
っ
き
、
思
い

や
り
を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
世
の
中
を
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
よ
つヽ
か
。

ま
す
ま
す
高
齢
化
す
る
佐
井

村
と
し
て
も
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
た
り
、
保
健
婦

の
訪
問
看
護
、
寝
た
き
り
老
人

の
入
浴
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
等
を

少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
実
施
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

こ
の
よ
う
な
人
々
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
、
い
ろ
い
ろ
な
制
約
に
よ

り
十
分
と
は
言
え
な
い
の
が
現

状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
、
国
、
県
、
村
の

財
政
的
な
援
助
等
を
得
な
が
ら

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
「
い

つ
で
も
」
「
だ
れ
で
も
」
す
ぐ

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
一
層
内

容
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り

平

成

三

年

度

採

用

佐

井

村

職

員

を

募

集

し

ま

す

▼

募

集

職

員

の
職

種

・

人

員

・

保

健

婦

一
名

・

水

産

関

係

職

員

一
名

・

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

関

係

職

員

一

名

▼
年

齢

・

学
歴

・

免

許

等

〈
保

健

婦

〉

・

昭

和

四

十

年

四

月

一

日

以

後

に

生

ま

れ

た
方

で

、

保

健

婦

の

資

格

を

有

す

る
方

。

〈
水

産

関

係

職

員

〉

・

昭

和

四

十

年

四

月

一
日

以

後

に

生

ま

れ

た

方

で

、

水

産

高

校

以

上

の

専

門

学

校

を

卒

業

（
見

込

み
）

の
方

。

合

ン
ピ

ュ

ー

タ
関

係

職

員
〉

・

昭

和

四

十

年

四

月

一

日

以

後

に

生

ま

れ

た
方

で

、

コ

ン
ピ

ュ

ー

タ

専

門

学

校

を

卒

業

（
見

込

み

）

ま

た

は

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

関
係
の
資
格
を
有
す
る
方
。

▼
応
募
方
法

剛
受
験
申
込
書
（
総
務
課
で
交

付
）
を
自
筆
で
記
入
の
う
え
、

次
の
も
の
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

証
明
書
及
び
成
績
証
明
書
。

㈲
健
康
診
断
書
（
最
寄
り
の
病

院
、
診
療
所
で
結
構
で
す
）

▼
試
験
日
及
び
場
所

平
成
三
年
二
月
十
七
日
㈲

午
前
十
時
か
ら

青
森
市
内
の
試
験
会
場

（
後
日
決
定
し
ま
す
）

▼
試
験
科
目

教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査
、

内
田
ク
レ
ペ
リ
ン
精
神
検
査
。

後
日
佐
井
村
独
自
の
面
接
試

験
も
行
い
ま
す
。

▼
給
料
等

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
規
定
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
書
類
の
提
出
期
限

平
成
三
年
一
月
十
八
日
窗
ま

で
、
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

役
場
総
務
課
ま
で

容

三

八
）
二
一
一
一



ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に

は
、
「
村
民
一
世
帯
、
一
世
帯
」

の
暖
い
「
相
互
扶
助
の
精
神
と

理
解
」
「
趣
旨

へ
の
賛
同
」

を

得

る
こ
と
が
最
も
大
事
な
こ
と

で
す
。

「
い
つ
か
は
お
世
話
に
な
る

自
分
」
、
自
分
で
い
ま
で
き
る

こ
と
は
、
お
世
話
し
て
い
く
こ

と
の
「
相
互
扶
助
」
の
気
持
ち

を
広
く
持
ち
、
会
員
（
会
費
）

を
つ
の
り
な
が
ら
、
福
祉
活
動

に
お
い
て
も
必
要
な
財
政
的
基

盤
の
整
備
と
拡
充
が
、
最
も
大

事
な
こ
と
で
す
。

共
に
助
け
、
共
に
生
き
る

村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

育
て
よ
う

”福
祉
の
心
刀

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
願
う

社
会
…
…
…
そ
れ
は
だ
れ
も
が

自
立
し
、
家
庭
や
地
域
の
友
人

に
囲
ま
れ
、
安
心
し
て
幸
せ
に

暮
ら
し
て

い
け
る
社
会
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
活

問
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
、
そ

れ
が
社
会
福
祉
の
目
標
で
す
。

み
ん
な
が
お
互
い
に
支
え
あ

い
、
助
け
あ
っ
て
こ
そ
住
み
良

い
郷
土
が
築
か
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
に
お
け
る
福
祉
の
基
盤

づ
く
り
は
「
社
会
福
祉
協
議
会
」

の
強
化
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
法

人
組
織
に
し
、
地
域
福
祉
の
拠

点
と
し
て
、
佐
井
村
の
福
祉
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
い
ま
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
当
協
議
会
が
法
人
化
さ

れ
、
そ
の
活
動
資
金
に
と
、
次

の
方
々
か
ら
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
寄
付
を
お
よ
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
方
に
、
本
紙
を

も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。社

会
福
祉
法
人

佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

設
立
代
表
者

長

尾

金
三
郎

地
域
福
祉
と
は
・
、
地
域
に
住

ん
で
い
る
一
人
ひ
と
り
の
合
意

が
無
く
て
は
成
り
立
っ
て
い
か

な
い
も
の
で
す
。

佐
井
村
の
社
会
福
祉
の
将
来

展
望
に
立
っ
て
、
一
世
帯
一
会

員
と
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
会
費
は
年
間
一
、
〇

〇
〇
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
佐
井
村
商
工
会

一
四
、
九
四
八
円

・
古
佐
井
第
一
部
分
林
組
合

五
、
〇
〇
〇
円

・
佐
井
村
日
赤
奉
仕
団

二
、
〇
〇
〇
円

・
太
田
林
業

細
川
建
設
相
撲

協
会

五
〇
、
〇
〇
〇
円

・
む
っ
ヤ
ク
ル
ト
販
売
店

五
、
〇
〇
〇
円

・
佐
井
ヤ
ク
ル
ト
販
売
店

五
、
〇
〇
〇
円

平

成

三

年

度

保

育

所

入

所

の

受

付

を

し

ま

す

平
成
三
年
度
、
佐
井
村
保
育

所
入
所
児

童
申

請
書

の
受
付

を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

の
で
、
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方

は
申
請
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
入
所
定
員

九
十
名

▼
対
象
児
童

就
学

前
の
児

童
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
送
迎
バ
ス
の
利
用

は
、
原
田
、
川
目
、
矢
越
、
磯

谷
、
長
後
地
区
で
、
満
二
歳
児

か
ら
と
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
三
年
一
月
十
五
日
か
ら

一
月
三
十
一
日
ま
で
。

▼
受
付
場
所

役
場
民
生
相
談
課
、
佐
井
村

保
育
所
、
地
区
総
代
ま
で
。

※
入
所
案
内
書
、
入
所
申
請
用

紙
は
、
各
受
付
場
所
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

▼
問

い
合
せ
先

役
場
民
生
相
談
課
住
民
係

昔
（
三
八
）
二
一
一
一

農

業

用

免

税

軽

油

の

申

請

を

受

付

し

ま

す

平
成
三
年
に
使
用
す
る
農
業

用
免
税
軽
油
の
申
請
を
、
次
の

日
程
に
よ
り
受
付
し
ま
す
。

免
税
軽
油
の
申
請
が
で
き
る

人
は
、
農
業
を
営
む
人
で
軽
油

を
燃
料
と
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、

耕
う
ん
機
な
ど
を
使
用
し
て
農

作
業
を
行
う
人
で
す
。

▼
受
付
月
日

平
成
三
年
一
月
十
八
日
窗

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

▼
受
付
場
所

佐
井
村
役
場

総
務
課

▼
持
参
す
る
も
の

・
今
回
新
し
く
申
請
す
る
人

印
鑑
、
耕
作
反
別
証
明
書
、

申
請
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

の
譲
渡
証
明
書

・
継
続
し
て
申
請
す
る
人

印
鑑
、
耕
作
反
別
証
明
書
、

免
税
軽
油
使
用
者
証
（
機
械
を

買
替
え
な
ど
で
変
更
す
る
人
は

機
械
の
譲
渡
証
明
書
）

・
手
数
料
（
青
森
県
収
入
証
紙
）

新
規
、
更
新
ま
た
は
使
用
者
証

を
書
換
え
る
人

三
五
〇
円

・
そ
の
他

返
信
用
封
筒
に
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
の
う
え
、
返
信
用
の

切
手
（
簡
易
書
留
分
三

匸
一
円
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

む
つ
県
税
事
務
所
昔
二
二
－

八

五
一
八
内
線
二
〇
八
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。



少

年

防

犯

コ

ン

ク

ー

ル

＝

長

後

中

一

年

大

坂

聡

君

第

三

位

に

入

賞

＝

平
成
二
年
度
青
森
県
防
犯
協
会
連
合
会
が
主
催
す
る
、
少
年
防

犯
作
文
コ
ン
フ
ー
ル
に
「
良
い
環
境
の
中
に
は
良
い
子
が
育
つ
」

と
題
し
て
応
募
し
て
い
た
作
文
が
、
こ
の
ほ
ど
審
査
の
結
果
第
三

位
ご
入
賞
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

良

い
環

境

の
中

に

は
良

い
子

が
育

つ

長
後
中
一
年

大

坂

聡

非
行
少
年
や
非
行
少
女
は
ど

う
し
て
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。

学
校
に
あ
っ
て
は
、
授
業
中
に

教
室
を
抜
け
出
し
、
タ
バ
コ
を

吸
っ
た
り
、
学
校
を
破
壊
し
た

り
、
先
生
や
生
徒
に
暴
力
を
ふ

る
う
。
他
の
学
級
に
窓
か
ら
物

を
投
げ
た
り
、
生
徒
を
お
ど
か

し
て
見
た
り
と
、
様
々
な
こ
と

を
し
て
い
る
こ
と
を
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
見
た
り
聞
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
校
外
の
生
活
で
は
、

酒
を
飮

ん
だ
り
、

バ
イ
ク
に

乗
っ
た
り
、
万
引
や
恐
喝
を
し

た
り
、
外
泊
し
男
女
の
乱
れ
た

行
動
も
し
た
り
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
家
庭
に
あ
っ
て
は
、
日

常
的
に
タ
バ
コ
を
吸
い
、
親
の

注
意
に
対
し
て
は
家
庭
内
暴
力

を
す
る
。
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
を

吸
い
、
全
く
正
気
の
さ
た
と
は

思
え
な
い
行
動
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
番
組
の
中

に
そ
の
よ
う
な
報
道
を
、
極
く

普
通
の
よ
う
な
出
来
ご
と
の
よ

う
に
、
い
や
、
む
し
ろ
、
そ
れ

が
か
っ
こ
う
よ
い
も
の
と
し
て

報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
と

て
も
気
に
な
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
子
供
に
対
し
て
、

何
も
言
え
な
い
親
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
現
象
を
僕
は
不
思
議
で

な
り
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
「
物

わ
か
り
の
良
い
親
ぶ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
か
、
子
供

の
気
げ
ん
を
取
ら
な
い
と
、
だ

め
に
な
っ
た
親
の
日
常
生
活
の

乱
れ
と
か
が
あ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
僕
は
子

供
の
た
め
に
そ
の
よ
う
な
親
は

本
当
の
親
の
心
を
失
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

非
行
の
少
年
少
女
を
持
っ
て

い
る
家
庭
は
、
幸
わ
せ
で
し
ょ

う
か
。
あ
た
り
の
人
か
ら
良
く

思
わ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な

い
し
、
家
族
の
話
し
合
い
も
楽

し
い
も
の
と
は
な
り
得
な
い
と

思
わ
れ
る
し
、
自
分
の
進
み
た

い
進
路
へ
行
け
な
く
な
り
、
ほ

と
ん
ど
の
中
学
生
が
高
校
進
学

国 保

の
しおり

退

職

者

四
医

療

制

度

国
保
の
被
保
険
者
が
条
件

長
年
勤
め
て
い
た
会
社
や
役

所
を
退
職
し
て
、
国
保
に
加
入

し
た
人
は
、
七
十
歳
に
な
っ
て

老
人
保
健
に
移
る
ま
で
の
間
。

「
退
職
者
医
療
制
度
」
に
よ
る

医
療
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
該
当
す
る
人

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
う
け

て
い
な
い
人
。

③
次
の
Ｉ
～
七
の
年
金
制
度
か

ら
老
齢
（
年
金
）
の
支
給
を
う

け
て
い
る
人
。
ま
た
は
、
通
算

老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支
給
を

う
け
て
い
る
人
で
、
そ
の
加
入

期
間
が
二
十
年
以
上
、
も
し
く

は
四
十
歳
以
後
の
期
間
が
十
年

以
上
あ
る
人
。
国
民
年
金
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
対
象
と
な
る
年
金
制
度
〉

一
、
厚
生
年
金
保
険

二
、
恩
給

三
、
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合

四
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

五
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組

合
六
、
農
林
漁
業
者
団
体
職
員
共

済
組
合

七
、
旧
令
に
よ
る
共
済
組
合
の

特
別
措
置

▼
届
け
出

こ
の
制
度
に
該
当
し
て
い
る

人
は
、
届
け
出
に
よ
り
「
退
職

被
保
険
者
証
」
の
交
付
を
う
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
年

金
証
書
」
、
「
印
か
ん
」
を
持
参

し
、
担
当
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

▼
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

退
職
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
出
し
て
、
診
療
を

う
け
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院
・
通
院
－

二
割

☆
扶
養
家
族

入
院
－

二
割
・
通
院
－

三
割



す
る
中
で
、
中
学
校
だ
け
の
卒

業
資
格
だ
け
し
か
得
ら
れ
ず
、

ま
と
も
な
就
職
も
で
き
な
く
な

る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が

非
行
的
な
生
活
に
進
ん
だ
た
め

の
何
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

今
、
非
行
の
原
因
を
「
家
族

に
お
け
る
父
母
の
責
任
と
生
徒

本
人
、
そ
し
て
、
報
道
関
係
の

せ

い
に
し
ま
し
た

が
、
僕
は

も
っ
と
責
任
の
重
い
の
は
、
そ

の
地
区
に
住
む
大
人
た
ち
の
心

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

子
供
、
知
人
の
子
供
な
ら
「
そ

ん
な
こ
と
は
や
め
な
さ
い
」
と

言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他

の
子
供
に
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

す
る
大
人
の
多
い
こ
と
も
知
っ

て
い
ま
す
。

僕
た
ち
の
地
区
に
は
、
非
行

の
生
徒
は
過
去
に
お
い
て
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

誰
か
が
何
か
、
生
徒
ら
し
か
ぬ

こ
と
を
す
れ
ば
、
地
区
の
父
母

た
ち
が
、
だ
れ
に
で
も
注
意
し

た
り
、
そ
こ
の
家
の
父
母
に
話

し
た
り
な
ど
、
子
供
か
ら
聞
い

た
こ
と
な
ど
も
、
大
き
な
地
区

の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
り

す
る
た
め
、
子
供
た
ち
に
は
悪

い
こ
と
は
、
し
よ
う
と
し
て
も

で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
区
の
人
た
ち
は
、
僕
た
ち
中

学
生
に
も
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け

て
い
ま
す
。
良
い
こ
と
は
ほ
め

て
く
れ
る
し
、
悪
い
こ
と
は
注

意
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
釣
り

に
し
て
も
、
例
え
ば
テ
ト
ラ

ポ
。
卜
の
所
で
や
っ
た
り
す
る

と
、
父
親
に
お
こ
ら
れ
る
以
上

に
ひ
ど
く
怒
ら
れ
る
の
で
す
。

僕
た
ち
は
そ
の
意
味
を
よ
く

知
ら
さ
れ
て
お
り
、
危
険
な
こ

と
や
非
行
的
な
こ
と
は
、
お
互

い
に
注
意
し
あ
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
だ
れ

に
対
し
て
も
明
る
く
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
僕
は
そ

う
い
う
意
味
で
、
長
後
は
大
変

良
い
所
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
の
中
の
非
行
少
年
少
女
を

救
え
る
の
は
、
大
人
た
ち
の
自

覚
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
子
供
に
不
平
不
満
を
持
た

せ
る
よ
う
な
生
活
を
さ
せ
る
父

母
が
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

世
間
が
「
だ
め
だ
」
と
い
う
こ

と
を
知
ら
せ
て
い
く
よ
う
な
社

会
が
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
日

本
の
中
に
あ
っ
て
、
普
通
の
人

と
し
て
生
活
で
き
る
人
と
し
て

成
長
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。僕

は
、
長
後
地
区
の
大
人
た

ち
の
姿
を
見
て
、
そ
ん
な
気
が

す
る
の
で
す
。

世

の

中
の
大

人

の
人

た
ち

が
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
こ
と
を
思

い
、
勇
気
を
持
っ
て
、
み
ん
な

で
子
供
の
教
育
を
す

る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エ

ビ

の

名

前

・
な
ぜ
、
明
治
エ
ビ
で
も
昭
和

エ
ビ
で
も
な
く
て
大
正
エ
ビ
な

の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
大
正

時
代
に
朝
鮮
半
島
の
南
部
で
た

く
さ
ん
と
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ

を
と
っ
た
組
合
が
大
正

組
で

あ
っ
た
た
め
。
も
と
も
と
の
名

前
は
、
高
麗
平
ビ
で
し
た
。

・
一
方
、
車
エ
ビ
は
か
ら
だ
を

丸
め
る
と
く
っ
き
り
と
し
た
縞

模
様
が
放
射
状
に
な
っ
て
ち
ょ

う
ど
車
輪
の
よ
う
に
見
え
る
た

め
。
芝
エ
ビ
は
東
京
の
芝
浦
で

獲
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

齔

（

海

老

）

・
甲
か
く
類
の
中
で
い
ち
ば
ん

神
経
質
な
の
は
エ
ビ
で
、
音
に

対
し
て
た
い
へ
ん
敏
感
で
あ
る

た
め
、
空
港
近
く
の
養
殖
場
で

は
騒
音
に
よ
る
エ
ビ
の
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま

す
。

・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
と
ど
う

な
る
か
と
い
う
と
、
ま
っ
た
く

動
き
が
な
く
な
り
、
エ
サ
に
対

し
て
も
無
反
応
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
と
か
。
ま
る
で
人
間
の

よ
う
で
す
ね
。

（
お
も
し
ろ
魚
健
康
読
本
よ
り
）

ｉｌ 医 療 費 の状 況 Ｓ・

［９月診療分］
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，９９９人

区 分 件数 日数 医 療 費 蔵齟 齟妛
人 院 ２８ ４４５ ６，９７４，２００ ２４９，０７９ ３，４８９

人 院 外 ８１６ １，５８３ ８，９２７，１３０ １０，９４０ ４，４６６

歯 科 １２４ ２８９ １，７４４，８５０ １４，０７１ ８７３

薬剤の支給 ７１ １０２回 ５０１，５８０ ７、０６５ ２５１

計 １，０３９＼ １８，１４７，７６０ １７，４６７ ９，０７８

退職者医療 加入者数５６人

区 分 件数 日数 医 療 費 鷁濬 灰隷
人 院 ３ ５２ ９７０，０５０ ３２３，３５０ ５，７７４

入 院 外 ３２ ８０ ４７８，７６０ １４，９６１ ８，５４９

歯 科 ３ ４ １０，０２０ ３，３４０ １７９

薬剤の支給 ６ ８回 ４５，７２０ ７，６２０ ８１６

計 ４４＼ １，５０４，５５０ ３４、１９４ ２６，８６７

老人医療 対象者数４３６人

区 分 件数 日数 医 療 費 鷁冶 昌漕
人 院 ２０ ４４９ ６，０３９，２００ ３０１、９６０ １３，８５１

人 院 外 ４０１ １，０１２ ７，７２６，４９０ １９，２６８ １７，７２１

歯 科 １５ ３７ ３４０，２９０ ２２，６８６ ７８０

薬剤の支給 ３３ ５２回 ３５６，６４０ １０，８０７ ８１８

計 ４６９＼ １４，４６２，６２０ ３０，８３７ ３３，１７１



赦
育
だ
よ
う

婦
人

国
内
研

修

を
終

え

て

島

野

房

子

平
成
二
年
九
月
十
日
～
十
五

日
ま
で
五
泊
六
日
の
研
修
が
埼

玉
県
国
立
婦
人
会
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
良
い
天
候
に
恵
ま

れ
、
各
研
修
生
六
名
、
そ
し
て

担
当
の
先
生
と
の
一
行
は
ま
る

で
高
校
生
の
修
学
旅
行
の
気
持

に
戻
っ
た
思
い
で
し
た
。
埼
玉

県
嵐
山
町
に
到
着
、
休
む
間
も

な
く
す
ぐ
各
寔
に
入
り
交
歓
会

の
歌
の
練
習
を
始
め
ま
し
た
。

緑
茂
る
広
大
な
土
地
の
中
に

建
つ
国
立
会
館
を
見
て
私
達
佐

井
婦
人
会
に
も
先
代
の
会
長
さ

ん
方
の
協
力
で
建
て
ら
れ
た
婦

人
会
館
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
い

な
が
ら
も
私
に
は
と
て
も
大
き

く
心
の
こ
も
っ
た
会
館
だ
と
胸

を
張
っ
て
い
え
ま
す
。

こ
の
国
内
研
修
に
は
、
全
国

二
六
九
団
体
が
一
堂
に
集
ま
り

２１
世
紀
に
向
っ
て
の
婦
人
リ
ー

ダ
ー
の
研
修
を
受
け
ま
す
。
そ

の

中

で
私

の
学

ん
だ
事

は

「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を

い
か
に
自
覚
し
て
い
く
べ
き

か
」
で
、
婦
人
団
体
の
活
動
と

そ
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い

て
で
す
。
項
目
を
あ
げ
る
と
、

『

高
度
情
報
化
時
代
の
複
雑

な
社
会
情
勢
。

二
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
高
齢
化
問
題
。

三
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健

全
育
成

四
、
環
境
衛
生
の
問
題
。

五
、
婦
人
の
社
会
参
加
。

と
、
暮
ら
し
を
と
り
ま
く
問
題

は
個
々
の
力
で
は
解
決
で
き
な

い
。
地
域
に
根
づ
い
た
組
織
活

動
を
魅
力
的
に
運
営
し
問
題
解

決
に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め
に

も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
果
す
役

割
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
リ
ー
ダ
ー
は
、
勇
気

を
持
っ
て
運
営
に
あ
た
る
。
役

割
の
分
担
そ
し
て
他
団
体
と
の

原
田
地
区
公
民
館

一
月

ふ
る
さ
と
料
理
教
室
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室

二
月

歴
史
講
座
、
交
流
会

三
月

手
芸
講
座
、
閉
級
式

川
目
地
区
公
民
館

一
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
社
交

ダ
ン
ス
、
芸
能
教
室

二
月

林
産
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
映
画
教
室

三
月

健
康
教
室
、
着
付
教
室
、

閉
級
式

矢
越
地
区
公
民
館

一
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
芸
能

教
室

二
月

手
芸
教
室
、
舞
踊
教
室

三
月

料
理
教
室
、
閉
級
式

磯
谷
地
区
公
民
館

一
月

映
写
会
、
手
芸
教
室
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

二
月

着
付
教
室
、
教
養
講
座
、

舞
踊
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
料
理
教
室
、
閉

級
式

長
後
地
区
公
民
館

一
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室

二
月

ビ

デ
オ
映
画
教
室

三
月

ふ
る
さ
と
料
理
教
室
、

閉
級
式

福
浦
地
区
公
民
館

一
月

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
映
画

教
室

二
月

ふ
る
さ
と
教
室

三
月

舞
踊
教
室
、
閉
級
式

牛
滝
地
区
公
民
館

一
月

母
と
子
の
料
理
教
室
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
郷
土

史
教
室

二
月

舞
踊
教
室
、
七
宝
焼
教

室
、
郷
土
芸
能
教
室
、

交

通

安

全

教

室
、

ス

ポ
ー
ツ
教
室

三
月

水
産
教
室
、
料
理
教
室
、

閉
級
式

ｒ牛滝地区公民館開級式



連
携
を
密
に
し
て
婦
人
の
地
位

向
上
を
図
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
向
上
と
下
部
組
織
リ
ー
ダ
ー

研
修
の
重
要
性
を
考
え
、
後
継

者
の
育
成
に
努
力
す
る
。
就
労

婦
人
の
増
加
に
対
し
て
学
習
参

加
の
し
や
す
い
設
定
工
夫
等
、

年
代
別
学
習
内
容
の
多
様
化
を

図
る
。
生
活
面
に
直
結
し
た
問

題
に
取
り
く
む
。
会
合
等
で
吸

収
し
た
知
織
を
生
か
し
、
理
解

協
力
を
求
め
学
習
内
容
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

婦
人
会
へ
の
加
入
促
進
に
つ

い
て
は
、
次
の
事
を
考
え
る
。

①
会
員
相
互
が
育
ち
合
っ
て
い

く
意
識
を
持
ち
、
活
気
あ
る
団

体
活
動
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

も
役
員
の
姿
勢
を
正
す
。
役
員

だ
け
の
会
で
は
な
く
、
全
体
参

加
の
呼
び
か
け
、
②
行
政
と
の

連
携
、
広
報
活
動
情
報
機
関
の

利
用
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
と
教
養
講
座
の
組
み
合

わ
せ
、
③
会
員
相
互
の
交
流
と

魅
力
あ
る
婦
人
団
体
の
育
成
、

自
主
的
な
活
動
費
だ
け
で
は
、

十
分
な
活
動

が
で
き
ず
、
マ
ン

ネ
リ
化
傾
向
に
あ
る
の
で
、
活

性
化
を
図

る
た
め
に
も
行
政
か

ら
の
援
助
指
導
、
④
個
々
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
会
員
相
互
の
意
識
の

団
結
の
必
要
性
。

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
自

分
自
身
の
役
割
を
客
観
的
立
場

で
見
直
し
が
で
き
た
と
い
う
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
研
修
で
得
た
も
の
を
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
五
泊
六
日
の
国
内
研
修

は
、
私
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り

の
大
き
な
収
穫
を
得
る
も
の
で

し
た
。
昨
年
の
婦
人
教
育
指
導

者
講
座
、
そ
し
て
こ
の
国
内
研

修
の
貴
重
な
体
験
は
、
私
の
宝

で
す
。
年
々
減
少
し
て
い
る
婦

人
会
員
に
と
っ
て
は
、
２１
世
紀

に
向
っ
て
の
婦
人
の
地
位
向
上

な
ど
、
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
広
い
視

野
に
立
ち
、
豊
か
な
心
で
地
域

を
み
つ
め
直
し
、
貴
重
な
体
験

を
生
か
し
、
一
歩
づ
つ
前
進
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
国
内
研
修
に
参

加
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
各
先
生
方
、
ま
た
関
係

者
の
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

篥（

回
一
町
二
ヶ
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

＝
十
二
月
九
日
・
大
間
中
学
校
体
育
館
＝

☆
男
子
の
部

佐
井
村
２
１
０
風
間
浦
村

佐
井
村
２
－

Ｏ
大
間
町

大
間
町
２
－

―
風
間
浦
村

（
初
優
勝
）

☆
女
子

の
部

佐
井
村
２
－

Ｏ
風
間
浦
村

佐
井
村
２
－

Ｏ
大
間
町

大
間
町
２
－

１
風
間
浦
村

（
優
勝

三
回
目
）

☆

マ
マ
さ
ん
の
部

大
間
町
２
－

Ｏ
佐
井
村

佐
井
村
２
－

１
風
間
浦
村

大
間
町
２
－

Ｏ
風
間
浦
村

（
準
優
勝
）

以
上
の
結
果
佐
井
村
は
初
一

総
合
優
勝
／

平成３年
佐井村奨学生を

募集します
・受付期限＝４月３０日まで

・申 込 先＝教育委員会学務係

９ ）
Ｚ

ＮＨＫ学園の
生涯学習通信講座で

学 習 を

ＮＨＫ学園では、生涯学習通

信講座冬期の受講生を募集して

います。
卜生涯学習通信講座

教養と趣味を深めるための書

道、硬筆、俳句、短歌、囲碁な

ど７０講座１６７コースを開講して

います。
Ｓ１申込期限

平成３年１月３１日

卜案内書（無料）を希望する方

は、〒１８６－０１

東京都国立市富士見２の３６ＮＨ

Ｋ学園８Ｅ８１係まで、あなたの

郵便番号、住所、氏名、電話番

号をハガキに明記して請求して

ください。

土木技術者を
目指す人の

奨学金制度

下北総合開発期成同盟会で

は、むつ市及び下北郡内に住

所がある人で、高等学校、高

等専門学校の土木科、農業土

木科、土木建築科、土木工学

科に入学する人で卒業後、地

元で活躍しようとする人に対

して奨学金を貸与していま

す。

奨学金は、月額２万円 と

なっており、別の奨学金とダ

ブッてもかまいません。

申請は４月末［］まで受け付

けます。手続書類は教育委員

会に備えてありますので、希

望する方はご連絡ください。



保健婦だより

な・る・ほ・ど

ザ 適 正 飲 酒

お酒とう まく

つき あうため の

１゙０ヶ 条″

最
近
、
私
た
ち
の
生
活
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ

れ
、
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
は

私
た
ち
の
生
活
に
く
つ
ろ
ぎ
の
場
を
つ
く
り
、
人
間
関
係
を
円
滑

に
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
効
用
が
あ
つ
ま
ず
。
そ
ん
な
お
酒
と

上
手
に
つ
き
あ
い
、
人
生
を
よ
り
楽
し
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

その１

楽しく飲もう

お
酒
は
家
族
や
友
人
と
と
も

に
楽
し
く
飲
む
の
が
一
番
で

す
。
一
人
で
飲
む

ご
っ
っ
ぷ
ん

ば
ら
し
″
や

”
寂
し
さ
を
ま
ぎ

ら
わ
す
飲
酒
”
は
、
と
か
く
量

が
増
え
て
、
問
題
飲
酒
に
な
り

が
ち
で
す
。
お
酒
の
味
や
雰
囲

気
を
十
分
に
楽
し
み
な
が
ら
飲

み
た
い
も
の
で
す
。

その２

自
分
の
ペ
ー
ス
で

ゆ
っ
く
り
と

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
飲
む
速
度

を
早
め
る
と
、
血
液
中
の
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
も
急
速
に
高
く
な

り
、
早
く
酔
い
や
す
く
な
り
ま

す
。
無
理
し
て
相
手
に
合
わ
せ

よ
う
と
せ
ず
、
な
る
べ
く
自
分

の
ペ
ー
ス
を
守
り
た
い
も
の
で

す
ね
。

その３

食べながら

飲む習慣を

空
腹
で
大
酒
を
ガ
ブ
飲
み
す

る
と
胃
腸
を
強
く
刺
激
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
の
吸
収
が
早
く
な
り

健
康
上
の
障
害
の
元
に
な
り
ま

す
。
で
き
れ
ば
蛋
白
質
や
脂
質

を
多
く
含
ん
だ
食
物
を
食
べ
な

が
ら
飲
む
の
が
一
番
。
ぜ
ひ
食

べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
。

その４

自分の適量に

とどめよう
５日出
７日（月）健康相談日
１６日（水）

｜
受付時間

２２日（火） 午前９時～１２時
２８日（月）

場所 役場健康相談室
電話での健康相談も受付しますので、

お気軽にご利用してください。

８日㈹ 長後地区ふれあい交流会
場所 長後生活改善センター
時間 午前１１時～午後２時

１６日（水）リハビリ教室
場所 アルザスしおさいホール
時間 午後１時～３時

１７日休）妊婦検診及び母親教室
場所 役場センター和室
時間 午前１０時～午後２時

２２日㈹ 老人健康教室
場所 古佐井農業研修センター
時間 午後１時～３時

２４日沐）乳児健康相談及び離乳食実習
場所 役場センター和室
時間 午前１０時～正午
対象 平成２年５月～９月生

３１日（木） 基本健康診査事後指導
（結果報告会）

○対象 大佐井地区の方で１２月に健診受
けた人全員
場所 役場センター和室
時間 午前９時３０分～１２時

○対象 古佐井地区の方で１２月に健診受
けた人全員
場所 古佐井農業研修センター
時間 午後１時～３時
尚、健診受けた方で当日都合悪くて出

席できない人は、家族または保健協力員
に健康手帳を領かって結果を聞いてくだ
さい。

マ
マ

紙
オ
ム
ツ
を
使
わ
な
い
で

●
お
母
さ
ん
へ
の
警
告
だ

あ
な
た
の
加
わ
い
い
赤
ち
ゃ

ん
が
、
頭
が
悪
く
意
地
悪
な
子

供
に
育
っ
て
い
る
な
ら
、
あ
な

た
は
幸
せ
で
す
か
？

知
ら
な
い
か
ら
便
利
で
よ
い

と
思
っ
て
使
っ
て
い
た
も
の
が

こ
ん
な
に
も
赤
ち
ゃ
ん
の
知
能

を
お
く
ら
せ
、
か
ら
だ
を
壊
し

て
い
る
と
す
れ
ば
…
…
…

知
ら
な
か
っ
た
で
は
、
も
う

遅
い
の
で
す
。

１２
月
号
の
保
健
婦
だ
よ
り
読

み
ま
し
た
か
？

実
験
１
～
３
ま
で
実
際
に
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

紙
オ
ム
ツ
が
ど
ん
な
に
赤

ち
ゃ
ん
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ

て
い
る
か
、
少
し
で
も
お
わ
か

り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

探
求
心
の
強
い
お
母
さ
ん
な

ら
、
ぜ
ひ
大
人
用
の
紙
オ
ム
ツ

を
つ
け
て
、
現
実
の
不
快
感
を

味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
生
理
用

の
ナ
プ
キ
ン
を
使
う
で
し
ょ

大
き
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
紙



適
量
に
は
個
人
差
が
あ
り
、

酒
に
強
い
大
、
弱
い
大
、
ま
た

そ
の
人
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
も
、
そ
の
時
の
適
量
は

違
い
ま
す
。
個
人
差
は
別
に
し

て
、
平
均
的
に
清
酒
な
ら
二
～

三
合
、
ビ
ー
ル
大
瓶
な
ら
二
～

三
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
な

白

丁

三
杯
程
度
が
適
量
限
度

の
目
安
で
す
。

その５

週に２回は

休肝日を

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
肝

臓
は
、
と
て
も
タ
フ
な
臓
器
で

す
。
と
い
っ
て
も
や
は
り
限
度

は
あ
り
ま
す
。
さ
す
が
の
肝
臓

も
毎
日
連
続
し
て
酷
使
す
る
と

障
害
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
週
に
二
日
は
、
お
酒
を
ひ

か
え
肝
臓
を
休
め
て
や
り
た
い

で
す
ね
。

その６

人に酒の

無理強いをしない

日
本
に
は
古
く
か
ら
、
お
客

様
に
お
酒
を
勧
め
、
酔
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
、
も
て
な
し
た
こ

と
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
合
っ
た
酒
量
と

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
の

無
理

強
い
は
や
め
た
い
で

す
ね
。

その７

くすりと一緒には

飲まない

く
す
り
と
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

絶
対
に
一
緒
に
飲
ま
な
い
こ

と
。
く
す
り
と
お
酒
の
相
互
作

用
で
く
す
り
の
作
用
が
強
く
表

れ
た
り
、
胃
腸
障
害
、
昏
睡
な

ど
の
と
て
も
危
険
な
状
態
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

その８

強いアルコ刈レ
飲料は薄めて

強
い
お
酒
は
、
胃
液
の
分
泌

を
抑
え
、
胃
腸
粘
膜
に
強
い
刺

激
を
与
え
、
深
い
酩
酊
を
生
じ

て
障
害
を
起
こ
す
大
き
な
要
因

に
も
な
り
ま
す
。
強
い
お
酒
は

薄
め
て
飲
む
。
こ
れ
も
上
手
な

つ
き
あ
い
方
で
す
ね
。

その９

遅くても夜１２時で

切り上げよう

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
、
職
場

の
同
僚
や
仲
間
と
飲
む
お
酒
は

お
互
い
の
理
解
を
深
め
、
タ
テ

ヨ
コ
の
人
間
関
係
を
円
滑
に
す

る
潤
滑
油
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
二
軒
目
、
三
軒
目
と
（

シ

ゴ
す
る
に
つ
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル

量
は
適
量
を
越
え
、
二
日
酔
い

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
遅
く

て
も
夜
１２
時
で
切
り
上
げ
ま

その１０

肝
臓
な
ど
の
定
期
検
査
を

大
量
の
飲
酒
を
長
い
間
続
け
て
い
ま
す
と
、
肝
臓
等

に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自

分
の
健
康
状
態
を
知
る
う
え
で
も
、
ま
た
、
自
分
の
ア

ル
コ
ー
ル
量
が
適
量
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
も
、
肝

臓
等
の
検
査
を
受
け
て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ

さ
い
。

オ
ム
ツ
に
比
べ
た
ら
不
快
感
は

２０
分
の
１
以
下
で
す
が
、
材
料

な
ど
、
実
は
た
い
へ
ん
よ
く
似

て
い
ま
す
。

ナ
プ
キ
ン
が
汚
れ
た
ら
、
お

母
さ
ん
た
ち
は
自
分
で
判
断
し

て
ト
イ
レ
に
い
き
、
取
り
替
え

る
で
し
ょ
う
。
汚
れ
て
気
持
ち

の
悪
い
ま
ま
、
ず
っ
と
６
時
間

も
放
っ
て
お
く
人
は
い
な
い
は

ず
で
す
。

け
れ
ど
も
赤
ち
ゃ
ん
は
、
自

分
で
取
り
替
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
気
持
ち
が

悪
く
て
も
、
た
だ
と
き
ど
き
泣

い
て
訴
え
る
し
か
な
い
、
弱
い

立
場
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
、
ど
う
せ

そ
れ
ほ
ど
快
、
不
快
な
ん
か
わ

か
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
思
う
の

は
、
お
そ
ろ
し
い
ま
ち
が
い
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

音
に
も
ま
わ
り
の
環
境
に
も
、

五
感
が
敏
感
で
す
。
皮
フ
も
そ

の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
が
気
持
ち
悪
い
な

ら
、
赤
ち
ゃ
ん
も
、
お
母
さ
ん

以
上
に
気
持
ち
悪
い
の
だ
と
い

う
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
母

さ
ん
は
赤
ち
ゃ
ん
の
身
に
な
っ

て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
い
い
も
の
だ

け
を
、
選
ん
で
あ
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
本
当
に

い
い
オ
ム
ツ
と
は
？

２
月
号
を
お
楽
し
み
に
。



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

新

し

い

年

に

寄

せ

て

大
間
警
察
署
長

亀

田

道

隆

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
佐

井
村
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
、
交

通
事
故
防
止
、
あ
る
い
は
防
犯

活
動
等
警
察
業
務
全
般
に
亘
っ

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し

ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。お

陰
様
で
旧
年
中
は
大
き
な

事
故
・
事
件
も
な
く
、
平
穏
な

年
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。特

に
佐
井
村
交
通
安
全
母
の

会
の
皆
様
に
は
、
交
通
事
故
防

止
活
動
に
格
段
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
旧
年
中
は
、
佐

井
村
交
通
安
全
母
の
会
に
と
っ

て
多
事
多
端
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
四
月
に
は
「
交
通
安
全
推

進
大
会
」、
九
月
に
は
「
死
亡

事
故
ゼ
ロ
ニ
、
五
〇
〇
日
達
成

記
念
大
会
」
さ
ら
に
は
「
各
種

交
通
安
全
運
動
」
等
、
平
素
の

活
動
に
加
え
て
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
相
次
ぎ
、
松
谷
会
長
さ
ん
は

じ
め
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て

多
忙
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
佐
井
村
交
通
安
全

母
の
会
が
、
交
通
安
全
功
労
に

よ
り
、
全
国
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
、
さ
ら
に
交
通
安
全
県
民
大

会
に
お
い
て
東
出
ミ
ヤ
さ
ん

が
、
交
通
安
全
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
た
こ
と
は
、
佐
井
村
交
通

安
全
母
の
会
が
永
年
に
わ
た
っ

て
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
賜
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
度
の
受
賞
は
、
本
人
及
び
会

員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
村
民

の
皆
様
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇

り
で
あ
り
、
ご
同
慶
に
た
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
死
亡
事
故
は
、
全

国
的
に
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
深
刻
な
社
会
問
題
化
し
て

い
る
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の
と

１月ＩＩヨ現在

交通事故死ゼ囗

２

，
６２４

日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

事
故
な
し
で

笑
顔
で
正
月

む
か
え
よ
う

宮
野

猛

ち
ゃ
ん

と

め
ん
き
ょ
を
と
っ
て
か
ら

う
ん
て
ん
し
よ

う

竹

内

紘

子

‐‐
家

族

み

ん

な

で

交

通

安

全

に

つ

い

て

話

し

合

お

う

「
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
社

会
を
つ
く
ろ
う
」

こ

れ
は
多
く
の
人
々
の
願

い

で
す
。

し
か
し
昨
年
も
交
通
事
故
が

一
昨
年
と
同
様
の
ペ
ー
ス
で
多

発
し
、
昨
年
十
月
末
で
す
で
に

九
千
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
に
い
た
る
家

族
み
ん
な
が
、
交
通
安
全
に
つ

い
て
正

し
い
認
識
を
も
ち
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
家
族
」

の
中
に
は
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
の
お
父
さ
ん
や
お

兄
さ
ん
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
に
乗

る

お
母
さ
ん
、
自
転
車
に
乗
る
子

供
た
ち
、
そ
し
て
歩
行
者
と
し

て
の
お
年
寄
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
っ
て

い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
族
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
う
え
で
非
常
に
役
立
ち
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

の
実
践
に
結
び
つ
き
ま
す
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
と

い
わ
れ
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る

の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
立
場
か

ら
話
し
合
う
こ
と
が
大
切

話
し
合
い
に
は
、
特
に
決

ま
っ
た
形
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
族
が
そ
ろ
っ
た



こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
下
の
厳
し
い

交
通
情
勢
に
あ
っ
て
、
佐
井
村

が
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
継
続
し
て

い
る
こ
と
は
、
平
素
き
め
緇
か

な
交
通
安
全
活
動
を
続
け
て
い

る
皆
様
方
の
地
域
交
通
事
故
防

止
に
か
け
る
熱
意
と
努
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

安
全
で
住
み
良
い
村
づ
く
り

は
、
今
後
に
お
い
て
も
人
名
尊

重
の
見
地
か
ら
、
地
域
の
交
通

安
全
活
動
に
益
々
の
ご
尽
力
を

切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
、
佐
井
村
交
通
安
全

母
の
会
の
益
々
の
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
及
び
村
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

交
通
安
全
母
親
全
国
大
会

に
参
加
し
て

会
長

松
谷

三
枝

十
二
月
十
二
日
、
十
三
日
の

両
日
、
東
京
に
お
い
て
「
交
通

安
全
母
親
全
国
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
半
蔵
門
会
館
に

お
い
て
母
親
研
究
集
会
が
始
ま

り
、
都
道
府
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
代
表
二
百
六
十
名
の

参
加
者
の
も
と
、
①
青
少
年
の

交
通
安
全
、
②
家
庭
に
お
け
る

交
通
安
全
、
③
高
齢
者
の
交
通

安
全
教
育
に
つ
い
て
、
三
部
会

に
別
れ
集
中
討
議
が
行
わ
れ
、

私
は
高
齢
者
の
部
会
に
入
っ
て

高
齢
者
の
事
故
が
減
ら
ず
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
の
話
し
合
い

や
、
各
地
区
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
星
忠
通
さ
ん
の
ま
と

め
で
、
地
域
性
の
活
動
を
み
き

わ
め
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
か
ら

私
た
ち
の
交
通
安
全
活
動
に

入
っ
て
、
高
齢
者
自
身
に
な
に

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
生
き

た
人
間
が
生
き
た
声
で
働
き
か

け
て
い
く
こ
と
。
昔
は
お
年
寄

り
の
相
談
相
手

は
お
坊
さ
ん

だ
っ
た
け
ど
、
現
在
は
お
医
者

さ
ん
が
相
談
相
手
に
な
っ
て
い

る
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
歌
舞
伎
座
に
会

場
を
移
し
、
三
笠
宮
寛
仁
親
王

妃
信
子
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
に

式
典
が
行
わ
れ
、
こ
の
晴
れ
が

ま
し
い
席
で
、
佐
井
村
も
団
体

の
部
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め

佐
井
村
当
局
、
各
関
係
機
関
、

母
の
会
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
、
ご
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
と

感
謝
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
交
通
安
全
活
動

に
対
し
、
村
民
の
皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表
彰
状
を
頂
い
て

副
会
長

東
出

ミ
ヤ

青
空
に
ナ
ナ
カ
マ
ド
が
映
え

る
秋
晴
れ
の
十
月
二
十
五
日
、

青
森
市
文
化
会
館
で
「
青
森
県

交
通
安
全
県
民
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
、

県
警
察
本
部
長
、
県
交
母
会
連

合
会
長
の
連
名
表
彰
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
交
通
安
全
母
の
会
の
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

省
り
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十

三
年
の
頃
、
交
通
安
全
母
の
会

発
足
に
あ
た
り
選
考
委
員
に
任

命
さ
れ
、
討
議
し
た
結
果
初
代

会
長
に
山
崎
ア
イ
子
さ
ん
、
副

会
長
に
紀
伊
紀
子
さ
ん
、
宮
川

久
子
さ
ん
を
選
考
。
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
走
り
出
し
、
家
に
と
じ

こ
も
り
が
ち
な
毎
日
を
、
外
に

出
て
活
動
で
き
る
喜
こ
び
に
心

は
ず
む
日
々
だ
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
も
ま

し
て
、
ふ
だ
ん
め
っ
た
に
会
え

な
い
警
察
の
方
に
お
会
い
し
、

お
話
し
を
聞
き
、
励
ま
さ
れ
な

が
ら
活
動
で
き
る
こ
と
へ
の
不

安
と
期
待
が
、
無
知
な
心
を
無

中
に
さ
せ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

さ
て
、
五
年
六
年
と
過
ぎ
、

少
々
活
動
に
も
息
切
れ
を
感
じ

少
し
逃
げ
だ
し
た
い
気
持
ち
が

活
動
か
ら
避
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
い
い
反

省
に
も
な
り
、
そ
の
時
の
色
々

な
こ
と
が
、
今
日
の
活
動
の
糧

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

発
足
当
時
と
違
い
、
今
は
働

く
場
所
も
増
え
、
家
に
と
じ
こ

も
る
主
婦
は
少
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
人
集
め
に
苦
労

の
こ
の
頃
で
す
。
そ
の
中
で
、

現
松
谷
会
長
も
日
夜
ご
苦
労
の

多
い
こ
の
頃
と
察
し
ま
す
。
そ

の
中
で
も
松
谷
会
長
に
は
、
と

て
も
励
ま
さ
れ
何
と
か
微
力
な

が
ら
協
力
し
て
き
た
こ
と

が
、

こ
の
栄
え
あ

る
表
彰
を
受
賞
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
あ
ま

る
光
栄
に
在
じ
ま
す
。
会
員
の

み
な
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
助
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
の
力
添
え
の
賜
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
を
、
今
後
の

活
動
へ
の
糧
と
し
、
命
を
生
み

育
て
る
毋
と
し
て
、
家
庭
を
守

る
主
婦
と
し
て
「
交
通
安
全
は

我
が
家
か
ら
」
を
モ

。
ト

ー
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
三
千
日

を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層
の
活

動
と
協
力
を
お
誓

い
し
て
お
礼

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会
の

会
員
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夕
食
時
や
、
家
族
み
ん
な
で
ド

ラ
イ

ブ
に
出

か
け

た
と

き
な

ど
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
と
で
も
」
、
次
に
あ
げ

る

よ
う
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

・
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
の
交
通

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

・
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
た

交
通
事
故

・
自
分
が
車
や
自
転
車
に
乗
っ

て
い
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と

交
通
事
故
の
恐

ろ
し
さ
や
交

通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
、
ど
の
よ

う
な
と
き
に
事
故
に
遭
う
の
か

な
ど
が
、
話
の
中
心
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
の
と
き
、
お

父
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
立
場
か
ら
、
子
供
や
お

年
寄
り
は
歩
行
者
の
立
場
か
ら

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
立
場
か
ら
、
ど
ん
な
こ

と
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
の
か

を
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
家
庭
か
ら
、
交
通

事
故
の
被
害
者
や
加
害
者
を
一

人
も
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

お
宅
で
も
早
速
、
家
族
み
ん
な

で
話
し
合
い
を
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

容０１７７－２３－２３７９

所得税の確定申告は

正しくお早めに
平
成
二
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
出
か

ら
三
月
十
五
日
原
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で

申
告
は
早
目
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な

か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し

た
り
し
ま
す
と
、
不
足
の
税
金

だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も

よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
、
納
税

者
の
み
な
さ
ん
ご
自
身
で
す
。

期
限
内
に
正

し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
ょ
う
。

１

月

３ １

１ヨ
，
よ

国 民 健 康 保 険 税 （４ 期 ）

の 納 期 限 で す

Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意

納
税
者
の
依
頼
に
よ

る
税
務

代
理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税

務
相
談
は
、
税
理
士
の
資
格
の

な
い
人
は
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
確
定
申
告
の
時

期
に
は
、
税
理
士
の
資
格
の
な

い
人
が
申
告
書
の
作
成
な
ど
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」

は
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で

な
く
、
依
頼
し
た
方
に
迷
惑
を

か
け
る
結
果
に
な
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
確
定
申
告
の
時
期
に

は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確定申告書の提出は

４月 １日 まで

個人事業者で、昭和６３

年中の課税売上高が３千

万円を超える方及び課税

事業者選択届出書を提出

された方は、平成３年１

月１日から４月１ 囗（月）ま

でに平成２年分の「消費

税確定申告書」を提出し、

その消費税額を納付しな

け ればなりません。

詳しくは、お気軽に最

寄りの税務相談室または

税 務署 にお尋 ねく ださ

し稲

▲

納

税

作

品

展

受

賞

者

決

ま

る

▼

先
に
下
北
文
化
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
む
っ
下
北
租
税
教
育

推
進
懇
談
会
主
催
の
「
納
税
作
品
展
」
に
お
け
る
優
秀
作
品
の
受
賞

者
が
、
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
、
次
の
方
々
が
受
賞
し
ま
し
た
。

・
下
北
教
育
事
務
所
長
賞

佐
井
中
学
校
三
年

奥

本

理

史

納

税

思

砂

高

揚

籐
本
理
史

・
佐
井
村
長
賞

佐
井
中
学
校
三
年

宮

川

尚

美

柆

聳

芯

£

掎

・
む
っ
下
北
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

佐
井
中
学
校
一
年

横

浜

伸

代

自

主

納

税

の

促

進

映

農

や

弋



未

納

保

険

料

は

あ

り

ま

せ

ん

か

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
り

ま
す
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き

や
、
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に

な
っ
て
、
納
付
期
間
が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
で
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

と
、
そ
の
分
年
金
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の

未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
が
未

納
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

確
実
に
訪
れ
る
長
寿
生
活
の

な
か
で
、
生
計
の
支
え
と
な
る

年
金
が
納
め
忘
れ
の
た
め
に
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
国
民
年
金
の
保
険

料
は
毎
月
キ
チ
ン
と
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

佐

井

村

の

国

民

年

金

受

給

状

況

佐
井
村
で
は
、
平
成
元
年
度

八
一
二
人
の
方
が
一
年
間
に
総

額
二
億
八
、
八
九
二
万
円
の
国

民
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
度
の
国
民
年
金
納

付
額
は
、
九
、
〇
九
〇
万
円
で

す
の
で
、
三
こ

倍
の
年
金
が

佐
井
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
ま
す
。

国民年金受給額

雪
国
の
小
正
月
の
行
事
で
、
特

に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
秋

田
県
横
手
市
の
か
ま
く
ら
で
す
。

雪
で
か
ま
ど
型
の
雪
洞
を
作
り
、

そ
の
な
か
に
祭
壇
を
設
け
て
、
水

神
様
や
家
々
の
厨
子
を
祭
り
ま
す
。

そ
し
て
、
子
供
た
ち
が
そ
の
な
か

に
入
っ
て
こ
た
つ
を
囲
み
、

も
ち
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、

甘
酒
を
飲
ん
だ
り
し
ま
す
。

大
人
た
ち
は
、
も
ち
や
さ

い
銭
を
持
っ
て
か
ま
く
ら
を

訪
れ
、
子
供
た
ち
は
甘
酒
を

振
る
舞
い
ま
す
。

こ
の
行
事
を
、
な
ぜ
か
ま

く
ら
と
い
う
の
か
は
は
っ
き
り
し

な
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、
鳥
追
い

の
歌
の
歌
い
出
し
に
、
か
ま
く
ら

と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

鳥
追
い
の
行
事
と
関
係
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
手
の
か
ま
く
ら
は
、
最
近
は

観
光
行
事
に
も
な
っ
て
い
て
、
市

内
に
二
百
悃
も
の
か
ま
く
ら
が
作

ら
れ
、
九
州
や
関
西
方
面
か
ら
の

団
体
客
も
く
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
雪
祭
り
の
行
事
の
一
つ

と
し
て
、
か
ま
く
ら
を
作
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
観
光
用
の
か
ま

く
ら
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に
、

な
か
に
金
網
の
か
ご
の
よ
う
な
も

の
を
入
れ
、
そ
の
上
に
雪
を
か
ぶ

せ
る
方
法
も
あ
る
そ
う
で
す
。

料
理
の
飾
り
に
も
、
か
ま
く
ら

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
か
ま
く
ら

型
の
氷
の
な
か
に
刺
身
を
入
れ
て
、

皿
に
の
せ
る
の
で
す
。
刺
身
が
よ

く
冷
え
て
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。
最
近
は
、
刺
身
用
の

ガ
ラ
ス
の
か
ま
く
ら
も
あ
り

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
月
二
十
四

上
二
十
日
は
、「
全
国
学
校
給

食
週
間
」
で
す
。
学
校
給
食

の
意
義
、
役
割
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
、
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、「
我
が
校
の
自
慢

料
理
」
な
ど
の
行
事
が
、
各
地
で

行
わ
れ
ま
す
。



畳

の

手

入

れ

凹

み

は
蒸

し
て

膨

ら

ま

す

張
り
替
え
た
ば
か
り
の
畳
は

気
持
ち
良
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
気
に
な
る
の
は
、

重
い
家
具
を
置
い
た
跡
に
で
き

る
畳
の
凹
み
で
す
。
さ
す
っ
て

も
、
た
た
い
て
も
畳
の
凹
み
は

頑
固
で
、
簡
単
に
は
元
に
戻
り

ま
せ
ん
。

頑
固
な
畳
の
凹
み
は
、
ア
イ

ロ
ン
を
当
て
る
と
、
意
外
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
畳
の

凹
み
に
霧
を
吹
き
、
そ
の
上
に

タ
オ
ル
、
ま
た
は
固
く
紋
っ
た

ぞ
う
き
ん
を
凹
み
に
乗
せ
て
、

ア
イ
ロ
ン
を
当
て
ま
す
。
何
度

も
ア
イ
ロ
ン
当
て
を
繰
り
返
し

ま
す
と
、
凹
み
が
直
っ
て
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
畳
の
凹
み
を
蒸

し
て
膨
ら
ま
せ
る
わ
け
で
す
。

ス
チ
ー
ム

ー
ア
イ
ロ
ン
の
蒸

気
を
凹
み
に
吹
き
つ
け
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
が
、
こ
の
場

合
は
ア
イ
ロ
ン
を
直
接
押
し
つ

け
な
い
で
、
凹
み
と
そ
の
周
辺

に
、
ま
ん
べ
ん
な
く
蒸
気
を
吹

き
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ウ
ー
ル

の
じ
ゅ
う
た
ん
も
、
こ
の
方
法

で
凹
み
が
と
れ
ま
す
。
畳

は
乾
き
が
悪
い
の
で
、
凹

み
の
直
し
は
天
気
の
良
い

日
に
し
ま
し
ょ
う
。

畳
に
つ
い
た
湿
っ
た
ホ

コ
リ
や
汚
れ
は
、
ぞ
う
き

ん
で
ふ
き
取
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

バ
ケ
ツ
七
分
目
ぐ
ら
い

の
お
湯
に
酢
を
一
杯
ほ
ど

入
れ
、
ぞ
う
き
ん
を
固
く
紋
っ

て
目
に
沿
っ
て
ふ
き
ま
す
。
酢

は
畳
の
黄
ば
み
を
取
る
の
に
効

果
的
で
す
。
強
く
ゴ
シ
ゴ
シ
ふ

く
と
畳
を
傷
め
ま
す
。
輊
く
ふ

く
の
が
汚
れ
落
と
し
の
コ
ツ
で

す
。ま

た
、
ミ
カ
ン
や
レ
モ
ン
も
、

汚
れ
落
と
し
に
一
役
買
い
ま

す
。
約
五
個
分
の
ミ
カ
ン
ま
た

は
レ
モ
ン
の
皮
を
、
十
五
分
ぐ

ら
い
煮
ま
す
。
そ
の
煮
汁
を
入

れ
た
お
湯
で
、
ぞ
う
き
ん
を
固

く
紋
り
、
軽
く
畳
を
ふ
き
ま
す
。

ミ
カ
ン
や
レ
モ
ン
に
は
、
漂
白

作
用
が
あ
る
の
で
黄
ば
み
が
取

れ
、
ツ
ヤ
も
出
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
月
に

一
度
は
畳
を
ふ
い
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。

安心を支える

あ な た の

こんなときにもためらわず ／
，

１どろぽうなどの

被害にあつたら

１たおれている人が

いたら

１交通事故があつたら

哨・んかを見たら

★押売り がきて

困ったら

な にがあ った の か

ま ず、話してください。

係員がおたずねしますので落ち着いて

おこたえください。

１月１０日 は 挂 ）
口 勿 ＬＩ］

です

一大間警察署

満１歳になります

菊 池 宙 心ち４

（尚武・富貴子）
大佐井

戸籍の窓口
１２月１５日現在

○ お 誕 生 お め で と う

金谷美咲（敏彦）大佐井

金沢夢月（弘義）原 田

木部彩香（浩司）原 田

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 正村 昭彦 大佐井

山本 みどり 大間町

（石沢 弘秋 古佐井

高橋 里枝 室蘭市

（吉澤 剛 函館市

磯川 ひろみ 古佐井

（東出 直武 磯 谷

菊池 聖子 大佐井

○ おく や み 申 し 上 げ ま す

奥本イソ（専吉）大佐井

若山とみ（繁光）古佐井

池田力松（三男）長 後

鹿島とよ（秋夫）原 田

田中文雄（とき）福 浦

磯貝満男（はっ）古佐井

岡本たき（正隆）大佐井

－
１１月３０日現在人口（前月比）

男 １，８４９（－３）

女 １，８８９（－２）

計 ３，７３８（－５）

世帯数 １．１１３（－５）
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